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(A形自動式構内交換棟用無ひも中継台の標準化)
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(Standardization of Cordless Attendant Switchbnard f()r Type A PABX)
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内 容 梗 概

ノン･ロック･ランプ什抑ボタンを使用した無ひも式小継台は,クロスバ自助交換機用の標準枚種として,

AK-13形無ひも中継台を開発しすでに本誌にも発表したが(1),今回A形自助交換機用としてAK-19形無ひ

も･-い継台を開発したので,その偶成概要,什様,機能,操作力法などについて述べる｡

β〝｢

1.緒 白

A形自動交換依梢無ひも中継≠千は回線解量の小さいAF-1形お

よびAF-2形自動交換機H+として従来から標敬一訂lを生産してきた

が,回線容量の人きい自動交換故にほほとんど無ひも中継台を使川

することがないため標準化は行なわれず,受子L‾iミのつど,顧客の要求

仕様に合わせて設計を行なっていた｡

しかしクロスバ式｢1動交換機の発達とともに,無ひも中継台も

急速に発達し形態のスマートさ,操作の容易性などにその特色が認

汐)られ,大容量A形自助交換機用としても需要度が高くなった｡

クロスバ式自動交換機用の無ひも巾継台はすでに本誌に発表され

ているので,今凹A形用として設計されたAK-19形無ひも中継子}

の概要について述べる｡

(なお木■■万lはすでに三菱地所株式会社,島田市役所などに納入さ

れ好評を博している)

2.構 成 概 要

AK-19形無ひも小継子Tの偶成概要,中継力式,機能の概略は次

に述べるとおりである｡

2.1中 継 方 式

木無ひも中継台の中継方式の例を第】囲および第2図に示す｡

第1図は索線式の例,第2図ほ両結式の例で第2図では局線と接

続回路(CONN)が対応しているため,選択用のロータリ･スイッチ

が省略されている｡

索線式は局線50回線までの場合に適用される｡

直結式は局線が20回線以下,中継台が2白までの場合に適用され

る｡

局線から着信して内線に接続するルートほ,索線式の場合を示す

と次のとおりである｡

まず局線レビータに着信すると,扱者の応答で

J占)線レビータ(BWTまたはICT)一一局線選択用ロータリ･ス

イッチ(TRK R/S)w接続回路(CON)一ポジション回路(POS)

一中継台(ATT)

のルートで1Fる線加入者と中継台扱者との通話匝l路ができ,扱者のセ

ソダ･ボタンの操作により

接続回路(CON)-セレクタ選択用ロータリ･スイッチ(PRV

R/S)-一日動交換校本体--一内線加入者(EXT)

のルートで内線に接続される｡

扱者の操作完了後の局線と内線の通話回路は

局線レビータ(BWTまたほICT)一局線選択用ロータリ･スイ

ッチ(TRK R/S)一枝続回路(CON)-セレクタ退択用ロータリ
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内線話中試験R/G(単位,

拾位指定用)

内線話中試験R/G(百位指

定用)

AK一･19形無ひも中継台(直結式)巾継方式図

･スイッチ(PRVR/S)一自動交換機本体【内線加入者(EXT)

となる｡

2.2 構 成

本無ひも巾継台は･一い継台本体と継電器架から構成されており,巾

継台の構造寸法は第3図のとおりである｡

1凧活から任意の席数までの連結が可能で,両端面にエンドりミ

ネノレを使川する｡その一例として4席連結の写真を第4図に示す｡

第5図は止面パネルの詳細を示したもので,操作面は14偶のラン

プ付押ボタン,インパルス･セソダボタンおよびダイヤルを実装す
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第3図 AK-19形無ひも中継台構造図

第4図 AK-19形無ひも中林台外観岡
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木中継台のランプおよぴボタンの用途はつぎのとおりである｡

ランプ記号

AN:

CL:

DN:

INF:

OPCl,2:

OK:

PK:

RCL:

TK:

FA:

LB:

SB:

CHK:

CON BL:

CON SL:

用 途

着信表示(担当台′･.烹火二)

局線全話中表示

窄段･空番号着信および通

話表示

案内回路着信および通話表

示

扱者呼出および通話表示

局線および特殊共電通訴長

示

内線通話表ノjミ

扱者再呼出,保田表示

二者通話表示

繁雑表示

内線話中表示

センダ話中表示

局線チェック表示

接続回路話中表示

接続回路監視表示

7一言タン記号
AN:

CHK:

CL:

DN:

ENl):

INF:

OFR:

OK:

OPCl,2:

PK:

PCL:

RLS:

TK:

AUX:

GRP:

CONl～10:

7.+Tl′斗∵＼二⊥___
_

電けん空言

用 途

局線結こ答

局7線および特殊共′こE番号チ

ニLック

局線発信

アと段･′空番号応答
扱者抜け

案内回路呼Fll･比二茶

局扱者督促･内線加入者へ

の割込

局線分割

扱者呼川応答

内線発信･内線分割

故老再呼出応答

接綻回路開放

三者通話

ベル鳴動停Ⅰ卜

小継台併合

接続回路指延

保留応答

第5図 AK-19無ひも巾継台正面パネルおよび

電けん盤実装図

るのみできわめて簡潔になっている｡

継電器架の機器実装の詳細ほ舞d図に示す｡

2.3 標準化における改良点

この中継台を設計するにあたり構造,殿器実装,機能などで特に

考慮をはらった事項はつぎの諸点である｡

(1)鋼板製きょう体の採用ときょう体の小形化

据置形の無ひも中継台ほ木製のきょう体を使用していたが,良

質な木部材料の入手難を打開しかつ納期の短縮を図るため鋼板製
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TRK R/S:局線選択用ロ=タリ･スイ

ッチ

PRV R/S: セレクタ過択用ロータリ･

スイッチ

J.K.L PANEL:J.K.L盤

BYTH二 内線話中試験R/G

BYTU: 内線話中試験R/G

CON:無ひも中腱台用接続回路

POS: ポジション回路

IMP: インパルス●セノダ

FUSE: ヒュ【ズ健
(ノP NPニ 銘板

トー♂/β ----:

第6図 AK-19形無ひも中継台架実装図

きょう体を採用した｡

またきょう体の小形化により据付所要床面積の減少を図り,

ジャック面の設計合理化により機器実装スペースの増加を行なっ

た｡

(2)操作盤面の簡略化

操作能面(電けん盤)は操作上必要な共通機器のみを実装して盤

面を簡略化し操作の容易性を向上させた｡

(3)継電器群の小形化

ワイヤスプリング･リレーを採用して動作および性能の安定化

を図るとともに,継電器群の小形rヒを行ない継電器架の搭載スペ

ースの締少を図った｡

(4)共通操作方式の採用

接続回路ごとに操作キーを設備することをやめ,各回路に共通

の数個の操作キーにより接続回路を制御する方式を採用し操作の

解易性を向上させた｡

(5)接続回路の自動選択方式の採用

応答ボタンあるいは発信ボタンを押せば自動的にあき接続回路

を選択捕捉(そく)し局線の接続を行なわせる方式を採用し,扱者

が目視によりあき接続回路を選択する作業を除き(4)項とともに

操作の額易化を図った∩

(6)l勺線話中識別方式の改良

lノっ線ごとに話中ランプを設備することをやめ,内線が話中であ

ればインパ′しス･センダ･ボタンを押し終わったとき直ちに共通

に設けた話中ランプを∴烹火させて扱者に話中を表示する方式を採

用し操作の迅速化と設備の経済化を因っている｡

2.4 轢能および特長

無ひも小継巾としての一般の機能のほか,次のように多くの梯能

と特長を有している〔

(1)共通操作方式

通常の取り扱いでは,10個の共通操作ボタンとインパルス･セ

ンダ･ボタンおよびダイヤルの操作のみで接続できるので操作は

きわめて簡単で迅速に行なうことができる｡

(2) ノン･ロック･ランプ付押ボタンキーの使用

ランプを内蔵した押ボタンキーを共通操作キーに使用し,各種

の表示と操作を同一個所で行ない,かつキーの配列に操作の手順

-112-



AK-19 形 盤 ひ も 中 継 台 1707

が考慮されているので,操作が簡明で誤操作が少ない∩

(3)局 線 応 答

直結式と索線式で控作にほとんど変更がないので,増設によっ

て直結式を索線式に変更する場合にも,撰者に特別の教育を必要

としない｡

また中継台の台数が多いときは,弟信表示が2台にのみ行なわ

れ,かつ均等に負荷がかかるので扱者の無為の緊張および無効動

作が避けられ,負荷の不均衡が生じない｡

(4)局 線 接 続

ん)線の着信ほ共通ランプで表示されるが,必要に応じて個別に

着信表示ランプおよびキーを設け,特定んろ線あるいは特定局線群

に対して使先応答接続,指定発信接続ができる｡

また市外発信の場合,発信に使用した局線の番号を正面パネル

のランプによりチェックすることができる｡

(5) 内 線 接 続

内線への接続は,所要の内線番号のインパルス･セソダ･ボタ

ンを押せばインパルス･セソダ継電器群に内線番-ぢせ寄稿し,逐

次パルスを送り出して自動交換枚を動作させて被呼内線に接続す

るので扱者の手数時間は非常に短い｡

また内線番号を押し終わったとき,被呼内線が話中であれば出

ちに話中ランプが点火するのですみやかに接続替えを行なうこと

ができる｡

さらに内線ごとに話中ラソプを設けることも可能である｡

(6)待合わせ接続

内線が話中の場合,割込ボタンの操作で話中内線の通話に割り

込みでき,扱者がそのまま抜ければ,内線が送受器を降ろしたと

き,自動的に呼出信号が送出され,応答すれば局線と内線が通話

状態にはいる｡

(7)局線保留および内線不応答

要求内線が訪中などの場合に局線を保留して扱者が接続回路か

ら抜ければ,局線保留中の表示が中継台に出される｡

また内線を呼び出している状態で扱者が抜けた場合,内線不応

答表示が中継台に表示される｡

(8)特 殊 共 電

内線電話機にボタン付電話械を使用し,送受器をそのまま_とげ

ると直ちに中継台の扱者が応答する共電式と,ボタンを押しなが

ら送受器を上げれば自動交換梯に接続される特殊共電式電話機が

収容できる｡

この電話機ほ主として幹部用に使用され,特殊共電加入者が接

続の途中におい七送受器をかけた場合,中継台からの呼び返しが

可能である｡

(9)座 席 併 合

座席併合を行なえば,交換操作中ほ自席の押ボタンを操作する

ことにより接続回路20回路まで取り扱うことができる｡

2.5 性能および使用条件

本中継台の仕様は次のとおりである｡

(1)収容回路数

木中継台および中継台架の各種回路の収容回路数は弟1表のと

おりである｡

(2)電 源 電 圧

(3)線 路 粂

内線線路抵抗

内線線路絶縁抵抗

局線線路抵抗

局線線路絶縁抵抗

件
DC48Ⅰ2v

l,000凸以下

20kn以上

1,000凸以下

20kQ以上

第1表 AK-19形無ひも中継台二転よび中継台架収客回路末

(1)巾継台架収容回路末

柄 成

局線用 ロ
ー

タリ ス イ ッ チ

内線用ロータリ ス イ ッ チ

話中試険回路継花 器 群

話中試験ユニット回路継電器群

接 続 回 路 継 電 器 群

拝 借 回 路 継 電 器 群

イ ンパルスセソダ継電器群

そ の 他

撃
1
｡
1
｡
1
1
1
｡
1
1
ほ

攣
･
｡
1
｡
1
1
1
｡
1
1
ほ

記 事

8レ/くル50ポイント

3レベル25ポイソト

内線100回線当たり1個必要

接続回路メークビジーキー回路等

(2)巾継台収容回路表

構 成 壮Jて実昆布 記 71‾l:

案内応答,呼出キ ー

回路

扱者呼肘応答キ ー 回 路

空番,空段応答 キ ー

回路

局 線 応 答 キ ー

回 路

局 線 発 信 キ
【

担]路

内 線 発 信 キ ー 回 路

内練話中割込みキ
ー

回路

局線チ ェ ック キ【1与jl路

接 あ■正 円 路

イ ノバルスセソダキー阿路

扱 者 回 路

そ の 他

1
2
1
1
1
1
1
1
1
0
1
1

式

･
⊥
2
1
1
1
1
1
1
1
0
1
1

式
ダイヤル回路,割込,分割,役旧,
扱者再呼止こ答,併合,局線保留キー
回路など

(4)伝送諸量限界値

通話減衰量

湖話減衰量

インピーダンス不平衡量

橋 絡 損 失

3.操

1.6dB以下

0.5dB以下

75dBlよ上

30dB以上

4dB以下

作 概

(300c/s)

(1,000c/s)

(1,000c/s)

(1,000c/s)

(1,000c/s)

要

3.1接 続 種 別

本･一戸継台で扱う接続の種別は次のとおりである｡

(1)局線からの着信に応答し内線に接続する｡

(2)特殊共電回線からの着信に応答し内線に接続する｡

(3)局線に発信し,次いで内線を呼び出して両者を接続する｡

(4)特殊番号回線の着信に応答する｡

(5)l勺線発信専用回路によF)内線に発信する｡

3.2 操 作 概 要

本中継台の操作の一例を局線から着信し,内線に接続する場合に

ついて述べる｡

(1)局線着信の表示

ANランプが急点滅する｡

(2)撰者の応芥

ランプが急点滅しているANボタンを押すとANランプは減火

しTKランプがノ､-こミ火し局線と通話できる｡

(3)内線の接続

PKボタソを押すとダイヤル音が聞こえ,所要の内線番号に応

じてインパルス･セソダ･ボタンを押せば内線に接続され呼出音

が聞こえる｡

このときTKランプは減火しPKランプが点火する｡

内線が応答すれば,そのまま内線分割の状態で通話できる｡

(4)三者通話を行なう場合

TKボタンを押せばPKランプは滅火しTKランプが点火し三

者通話ができる｡

(5)操作完了し扱者が抜ける場合

ENDボタンを押せばTKまたほPKランプが減火する｡

もし続いて局線から着信がある場合はENDボタンを押さずに
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第2表 ランプ表示および操作一覧表

(1) ラソプ表示の一覧表

ラ

ン
プ
欠
H
称

級
‥
者
が
通
話
小

(∽

内

線

呼

〓

内

線

応

答

披
L
者
再
呼
‖

局
線
側
山
伏
留
小

内

線

訪

小

相

互

通

話

内
線
分
割
小

局
線
分
割
巾

接続川打許

用紙tl_川糸

⑦

〓

⑦ ×

■

のU

…｢一副 ⑦一
〓

⑦ の)

終

訪
一
×
一

局
線
チ
ェ
ッ
ク
盲
¶

RCL

PK

TK

__竺__l_

葺j垂
LB【

C)

⊂)

C) ∩)

㊥
一
一

○

○ ○

(1)表中の記号は‾ト記の意味を示す｡

一

〇
⑦

作操2

ラソ7つ明点

ランプ40または60INT点滅

㊥ ランプ120INT点滅
× ランプ減火

ポ
タ
ソ
名
称

内

線

呼

出

局

線

発

信

局

線

分

割

通
話
へ
の
割
込

接
続
回
路
開
放

内
線
側
接
続
替

局
線
側
接
続
黄
[

定

置温順
応答保

留
回
線
へ
の

凶■

内
線
話
中
の
割

局

線

保

留

ほ
続
回
路
Ⅳ

END

AN

CL

RCL

TK

PK
丁山

芸岳鞘し)

∩)

P
T
T
T
T

000

＋T

∩)

○

石

望仇m二
仇

L一L

○

叫
]
+
-

｢｢

+L

汀 し1)衷[いの.子己引よ卜i+の意味を示す〔､

(つ キーな押す

(2)数`什L卜り･縦㈹小のキー叫■馴′lて】rlr肘二仁･′+1す｡

ANボタンを押せば新しい着信咋に一己茶できる｡

以上が通常のり線宕信呼の枇り扱いである｡

各穐の表示および挽作は第2表に示すと二fごりである｡

4.内線話中表示の方式について

無ひも中継台で内線接続を行なう場合,被呼王勺線の話中を識別す

る方法はつぎの2種が従来採用されていた｡

(1) コンネクタ･スイッチから送られる話中音による方法

一般的にもっとも使用されているもので,内線接続の場合,ダ

イヤルまたはインパルス･セソダから送られるパルスに従って自

動交換樅を動作させ,接続の最終段階であるコンネクク･スイッ

チで被呼内線の話中か否かを識別し,訪中であれば話1l‾l音を発信

者すなわち中継台扱者に送って知らせる方法である｡

(2)話[【1ランプによる方法

無ひも中継台に内線数のランプを設備してラインスイッチ回路

のRT線と接続し,ランプの点滅により話中を識別する｡

･小一.0-
+川一一ノ1

加
入
者
電
話
機
へ

1+

ラインスイッチ回路

-----ぺム ーーーーーープうー

ノ′け｢1
第7国 内線話中ランプ回路図

斤｢

ラインスイッチ回路

′巨
..■■担

匪 匹 如+

ー
■
伽
+

如+

こ王吼丁

仰
ン
上

巳
+
卜

鮒出
如L 世 .F h+

E

ピ 即
旧+

βrr〟

第8図 内線話中試験回路図

内線加入者が話中であればRT線に地気があるのでランプが点

火して訪中を表示し,あいていればRT線に地気がないので減火

してあきを表示する｡

第7図にこの川路を示す｡

(1)の方法では一勺線の訪･いを識別するまでに時間を要し,かつ一

たん接続が完了してほじめて訪中の表示が｢Hされるので扱者の能率

を低下させる原1ペとなる∩

(2)の方法ではランプの点滅により話中を識別するので時間的に

は早くなり(1)の欠点を補なうことができるが,回線ごとにランプ

を設備するため無ひも中継台の橙器実装スペースが増加し,また横

根室と中継台宅の連絡ケーブルの増加,ランプの常時点火による電

池の消耗など経済的に不利な点が生ずる｡

本中継台ではこれを解決するため,内線話中試験R/G BYTUお

よびBYTfIを設けラインスイッチ回路のRT線の地気を検出し,

無ひも中継台に設けた内線話中表示ランプを点火させて話中の識別

を行なう方式を採用した(弟1回申都万式図参照)｡

第8図にその回路を示す｡

回路動作の概略を述べると,内線を呼び出すため扱者がインパル

ス･センダ･ボタンを押して内線番号を指定する｡たとえば"211”

を指定すればインパルス･セソダ1MPのリレーAO,A2,BO,

Bl,COおよびClが動作,保持され,内線話中試験R/G BYTU
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第3表 リレー名称内線番号対照表

けた

表示

位

拾

位

単

位

リレー名称ト

AO

Al

A2

A4

A7

Pl～P9

BO

Bl

B2

B4

B7

C O

Cl

C2

C4

C7

0】

○

数 字 表 示

Pl P21P3 P4

l‾｢l

(〕 (⊃

P5 P6 P7 P8

O

P9

(⊃

⊂)

○

〔)

C)

(⊃

(⊃

C)

(⊃

(⊃

(⊃ (⊃

C)

C)

(コ

⊂)

(⊃

(⊃

C)

〔)

(〕

C)

(〕

○

(⊃

○

江:(1)

(2)

(a)

(b)

のリレーAO,

(⊃

○

○

(⊃

(〕 (⊃ (⊃

○あるいはリレー名称が記入してあるのはリ

(⊃

C)

○

レーが動作することを

〔)

(⊃

(⊃

C)

示す｡

本義ほ下記のとおり使用する｡

内線番号345はAl,A2,P4,BO,B4,Cl,C4が動作して

表示する｡

Al,A4,P5,BO,B4,C2,C4が動作すれば内線番号546

を表示する｡

A2,BO,Bl,COおよびClが1MPからの地気

により動作する｡

BYTUのリレーAOおよびA2の動作によりl勺線話巧】試験R/G

BYTHのリレーP2が次の経路で動作する｡

地気一接点aO一接点a2一端子-リレーP2一電池

特許弟290393号

1709

BYTUおよびBYTHの各リレーが動作すれば,BYTUでは一位

および拾位のトリー回路を展開し,BYTHでほ百位の展開を行ない

次の経路で内線"211”のラインスイッチIu帖終のRT線と無ひも小

継台の内線話中表示ランプLBを接続する｡

内線が話中であればRT線に地気があるのでLBランプが点火

し,話中でなければ地気がないのでLBランプは減火している｡

ラインスイッチ回路RT端子一接点P2一端一子一接点bl一接点

bO一接点Cl一接点CO一端子-LBランプr電池

以上で回路動作の一例を述べたが,1MPのリレーAOノ～A7ある

いほBYTUのリレーAO～A7などは内線加入者番号の百位,拾位,

一位の蓄積および展開を行ない,ラインスイッチ回路のRT端子と

無ひも中継台のLBランプを接続する｡

これらのリレーの動作と内線番号の関係は第3表に示すとおりで

ある｡

3.結 R

共通操作力式の無ひも小継台ほ開発されたばかりの新しい.拭みで

あり,種々のサービス機能を採用している｡

クロスバ式自動交換機用としてほすでに使用実節も多く,その性

能はよく認められているが,A形自動交換機用としてほ使用開始

後,間もないので成績についてほ日下検討小であり,今後検討の結

果にもとづいて操作面の合理化,機器実装のユニット化を図り改善

を続けて行く予定である｡

最後に本中継台の開発にあたり種々ご援助をいただいた本社通信

技術部システム諜野上課長,戸塚工場交換第2設計課菊地課長をは

じめ関係各位に深く感謝の意を表する｡
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特 許 の 紹 介

堆 積 抵 抗 盤 避 雷 器 構 体

この発明は避雷器の特性抵抗盤の堆析構造に関するものである｡

系統電圧の上昇に併って,それに適用される避雷器の身長ほ増々,

大きくなる憤向にあるが,この発明ほ半円形の特性抵抗盤を図に示

すように積み重ねることにより,従来の同一能力を持つ特性要素の

身長のほぼ%にその身長をきりつめたものである｡

国に示すように,半｢工J形の特性抵抗盤を全体とLてl‾tl柱状になる

ように左右並列に杭み垂れ それぞれ並置された半円形特性抵抗盤

の内側の直線切断面が間隙を介して対置するように構成し,それぞ

れの側の特性抵抗盤の間に,は,同様に半円形の絶縁間隔板が介装さ

れて,その内側の直線切断面はそれぞれ向い合う特性抵抗盤の高さ

の中央部に上記の間隙を通って衝介接触している｡また,これらの

特性抵抗盤を直列に接続するため一体の電極薄板が図に示すよう

に,それぞれの対応する特性抵抗盤と絶縁間隔板の間に敷かれて,

対応する特性抵抗盤との問を電気的に接続している｡

今,この避雷器が動作した時,矢印方向に電流が流れたとすると

電極薄板の11,21部間に残留する電圧は13,23間にも残留するこ

とになるが,その間の絶縁間隔掛こより絶縁は保たれ,また12,22

桑 りⅠ正 俊･益 田 淳 一

木 沢 重 苦

の部分においても上記の絶縁間隔板によって間隙(が二分されている

ので,この間が閃絡して特性抵抗盤のあるものが除外されるという

ことはない｡また絶縁間隔仮の円周部を実出させることにより,特

性抵抗盤の外周面に沿った沿面放電を防止すると共に,特性要素の

碍管内での安定度を向上させることができる｡ (′J､鳥)

聞 輪

/†

｢J＋

｢
⊥

指性抵抗盤-
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